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* @version 1.000  2011/01/15 firstversion 

* 2010-01-18 Ver.1.001 OUT15->ODF15 に修正,Windows active repaint(): 

* 2011-03-11 Ver.1.002 file12copy Dtcubin1.txt,Data10.txt 追加 

*2014-05-21 Ver1.02  １２個のファイル以外に追加したファイルもｃｏｐｙ出来る。 

*2021-09-15 Ver1.04  ファイル高速ｃｏｐｙに変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



概要 

  ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦの作業領域は、通常 C:¥ODFで次のＯＤＦ解析を行うと前の結果に上書きされ 

 消えてしまう。本ソフトウエアは、ＯＤＦ解析後、解析結果を退避（ＥｘＰｏｒｔ）、復活（Ｉｎｐｏｒｔ） 

 を提供するソフトウエアである。復活させることで等高線などの表示が可能になる。 

 

標準退避ファイル 

 "OUTPUT1.TXT",1/4極点図データ、偶数項の係数 C、極点図の誤差など 

"OUTPUT2.TXT",再計算極点図の値、偶数項 ODFの値、逆極点図の値など 

"OUTPUT3.TXT",奇数項の係数 C、奇数項を含む完全 ODFの値など 

"Outmax.txt", 完全 ODFおよび偶数項 ODFの最大強度、再計算極点図の最大強度･個数･面指数 

"ODF13",       再計算極点図のデータ 

"ODF14", 偶数項 ODFのデータ 

"OUT15", 完全 ODFのデータ 

"ODF16", 逆極点図のデータ 

"EVNCOEF", 偶数項の展開係数 

"ODDCOEF" 奇数項 

Dtcubin1.txt ValueODF対策 

Output10.txt ValueODF対策 

 

 標準退避ファイルは C:¥CTR¥work¥StandardODFExportInport¥copyfile.txt に記述される。 

 このファイルを delete すると標準退避ファイルが復元される。 

 

ＰＦｔｏＯＤＦ３との連携 

 PFtoODF3は入力データのディレクトリ以下と C:¥ODF¥PFDATAにＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ用の 

    テキストデータが作成される。 

 本ソフトウエアでは、C:¥ODF¥PFDATAの delete も対応する。 

 消さないで作業を続けると、PFDATA以下に大量のファイルが作成されてしまう。 

 

復活時の等高線レベルは Outmax.txt を参照すれば可能になります。 

ODF解析直後の Max強度    Outmax.txt ファイルに登録されている。 

   

 

 

 

 



プログラムの使い方 

  

 

Ｅｘｐｏｒｔ－Ｉｎｐｏｒｔ 

  

 Ｅｘｐｏｒｔは、解析したファイルを退避、 

  ＯＤＦ:  C:¥ODF 

  ｔａｒｇｅｔ： 測定データ直下の StandardODFディレクトリ 

 Ｉｎｐｏｒｔは、退避した解析結果ファイルのＯＤＦディレクトリに復元し、 

ＯＤＦ図などの描画に備える 

   

  

 PFtoODF3 Ver.7.105以降であれば、測定データ直下に StandardODFディレクトリが作成され 

 StandardODF用入力データが登録される。 

 同じ場所に ODF解析結果を退避に指定 

 

  

 

 

 

 



  

 ＣｏｐｙにＥｘｐｏｒｔ，Ｉｎｐｏｒｔの実現 

 

 Ｏｕｔｍａｘ Ｄｉｓｐは、Ｏｕｔｍａｘ．ｔｘｔ内容を表示 

 ＯＤＦ図などの等高線レベル指定の参考に 

 にチェック指定で、Ｃｏｐｙと共に、 

 ＰＦＤＡＴＡ領域のＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ入力データを削除する。 

 

  


